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これが
本当の
ウィンドウズ98

[緊急レポート]

インターネットマガジン編集部

Photo : Atsushi Miyashita

▼

9月25日から30日まで米国サンディエ

ゴにおいて、10月7日には日本において、

マイクロソフト社の戦略セミナー「PDC」

（プロフェッショナル・デベロッパーズ・コン

ファレンス）が開催された。最大の興味の

的は、やはりウィンドウズ98だろう。すで

に、雑誌やウェブサイトなどさまざまなメ

ディアでいくつかの情報が報道されてい

る。しかし、その「真相」についてはいまだ

語られていない。そんな中、編集部では、

ついにマイクロソフト社のウィンドウズ98

のマーケティングおよび開発責任者であ

るスティーブ・グッケンハイマー氏から

直接話を聞けるチャンスを得た。今ここ

に、ウィンドウズ98の本当の姿が明かさ

れる！

大変革ではなく
信頼性と使い勝手の向上

●95年11月のWin95の登場はセンセーショナ

ルだった。以前のバージョンと比べて、秋葉原

がお祭り騒ぎになるほどの大変革がなされた。

それでは、Win98はどうなのか。やはり、一目

見て分かるような大規模な改革がなされるのだ

ろうか。それとも「マイナーチェンジ」なのか。

『Win98のリリースはWin95のリリースのよ

うに大きなインパクトのあるものではない。

Win3.0から3.1、Win4.0（日本では未発売）

へのバージョンアップはユーザーの望む機能を

多く提供するためのもので、それほど大きな変

更が加わったというものではなかった。

Win95のリリースでは32ビットのアプリケ

ーションへの対応が可能になるという点で大き

なインパクトをもたらしたが、Win98は32ビ

ットのアプリケーションを走らせるための最高

の環境を提供するためにリリースされる。ユー

ザーは必ずしも大きな機能の変更を望んでいる

のではなく、むしろ、Win95の持つ優れた機能

を継承し、かつその信頼性や処理速度、そして

使い勝手の向上を希望する声が多い。このよう

なユーザーの要望を取り入れ、Win95の発展

的な形としてのアップグレードを提供する』

英語版の発売は
98年6月、日本語版は7月

●現在、開発者向けにWin98のベータ2とい

うバージョンが配布されている。今後、正式

版までにいくつのバージョン変更がなされるの

だろうか。そして、最大の興味である「発売

時期」はいつか。ハードウェアメーカーの希望

で98年6月のボーナス商戦に合わせるという

うわさも流れている。果たしてその真相は。

『現在、第2ベータ版の段階で、計画では来

年前半に正式版をリリースする。ボーナス商

戦に合わせて発売を遅らせているわけではない。

来年の第2四半期に米国でまず英語版を、そ

の30日後に日本語版をそれぞれリリースする

予定。Win95の場合は日本語化に90日を要

したが、今回はそれを30日に短縮する。発売

開発責任者が初めて明かす!
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は6月から7月ということになるだろう。

おそらく、現在の第2ベータ版からさらに広

範囲なベータテストを行って最終版のリリース

となるだろう。ユーザーからのフィードバックに

もよるが、現段階ではベータ3までを予定して

いる。しかし、もしベータ3以降にまだユーザー

からのフィードバックが必要だということになれ

ば、さらにもう1つのベータが作られる可能性

はある。現時点では最終版リリースまではもう

1ベータ（ベータ3まで）を予定している』

Win95＋IE4.0 VS Win98

●10月1日に発表されたIE4.0をセットアップ

すると、Win95のインターフェイスががらりと変

わる。これはすでにWin98ではないのか。ここ

からさらに何が変わるのか。ユーザーはすでに3

つの選択肢を持っている。「Win95」、「Win95＋

IE4.0」そして「Win98」。バージョンアップする

メリットはまだ残されているのか。

『Win98をWin95＋IE4.0と比べた場合の利

点は3つあると思

う。まず、使い勝

手がいい点、信頼

性の高いシステム

を提供できる点、

そしてエンドユーザ

ーに、より豊富な

経験を提供できる

点である。つまり、

Win98には2つの成果があると言えるだろう。

まず、従来どおりのウィンドウズ製品のアップ

グレードとしての、「使い勝手」、「処理速度」、

「信頼性」の向上。もう1つは、「次世代のコ

ンピューティング」を可能にするという点。

使い勝手の向上については、IE4.0をOSに

取り込むことによりインターネット機能を統合

する。たとえば、ヘルプ機能を使う場合、

Win95とIE4.0の組み合わせでは、ローカルに

あるヘルプを見る、インターネットにあるヘルプ

にアクセスする、あるいはヘルプデスクに電話

をかけるという方法があるが、Win98の場合

はこれらすべてが1つに統合される。また、「ウ

ィンドウズアップデートサイト」と呼ばれるも

のができ、ここでは単にヘルプ機能を提供する

だけでなく、先を見越したアクションとして、

ユーザーが使用しているシステムファイルやド

ライバーを調べ、ユーザーに対してアップグレ

ードの手助けをする。このように、インターネ

ット機能を取り込むことにより、OSにダイナ

ミックな機能を持たせ、ユーザーのシステムを

最適化させるように、先を見越したさまざまな

だ！

対応がとれる。Win98では、使い勝手を良く

するために、IEの機能を拡張する形で取り込

んでいる。

また、外部のハードウェアの使い勝手をよく

するために「IEEE1394」準拠のユニバーサル

シリアルバスという新しいシリアルバスを採用

し、周辺装置を簡単にコンピュータに接続で

きるようにした。まるでビデオテープレコーダ

ーを使うかのように簡単にプラグインすればい

い。つまり、ハードウェアの増設のためにコン

ピュータを開けてカードを抜くといった作業を

する必要はなくなる。

信頼性の向上に関しては、3000のバグフィ

ックス、そして企業ユーザーからよく要求され

る300の「QFE」 (Quick Fix Engineering

Project )が備わっている。また、Win95では

実現できなかったことやユーザーからの要求の

中でまだ実現できていない点などを盛り込んで

いる。具体的には、多くのユーティリティーが

追加される。Win95よりも高機能な「バック

アップエージェント」や、壊れたレジストリー

を修正する機能、また、誰かがシステムのどこ

かを壊した際に、どのシステムデータに変更が

生じたかを調べるための「システムファイルチ

ェッカー」などがある。このようなユーティリ

ティーのほかに、先を見越したシステム運用の

ために「チューンアップウィザード」がある。

これは、一時的なファイルで不要なものやイン

ターネットのキャッシュファイルで不必要なも

のを削除したり、新規のドライバーやシステム

ファイルでアップグレードができるものがない

かどうかを定期的にチェックしたり、また、ハ

ードディスクを定期的にスキャンしたりするな

ど、システムを信頼性のあるものにするための

対処ができるようになる。

使い勝手、信頼性、処理速度の向上のた

め、チューンアップウィザードの機能の一環と

して、ハードディスクのファイルやアプリケー

ションを管理する新しい方法を採用した。こ

れによって、ファイルの読み込みを連続して行

うことができるため、ディスクのすべてをスキ

ャンする必要はなくなる。この結果、アプリケ

ーションの読み込み時間を約30パーセント短

縮できる。チューンアップウィザードはユーザ

ーがどのアプリケーションを使用したのかを常

に把握している。このため、システムを大々的

にリセットするなどして、使用するアプリケー

ションに対していつでも最適のシステムを提供

する。加えて、Win98ではアプリケーションの

読み込み時間だけでなく、ブートタイムやシャ

ットダウンタイムも速くなる。

また、IPスタックの処理速度も向上し、ISDN

回線の使用もさらに高速化する。チャンネルの

組み合わせ、たとえば2つの28.8Kbpsのソフ

トウェアモデムのラインの統合も可能になる。

一方、次世代コンピューティングを可能に

する機能として、新しいハードウェアの利用に

より、最高のPCとIE4.0の技術による最高の

インターネット機能、「DirectX」による最高

のゲーム機能、DVDプレイヤーによる新しい

メディアの利用、またIEEE1394準拠によるデ

ジタルカメラ、サウンドシステム、ビデオシス

テムなどにも対応できるようになる。Win98

は、究極的には、コンピュータをエンターテイン

メントシステムの中核にしてしまうだろう。そ

して、1台のPCでゲーム、インターネット、DVD

などが扱えるような、次世代のコンピューティ

ングを提供するための第一歩となるだろう』

出荷数はノーコメント、
OEMは8千万台

●Win95の爆発的なヒットに比べて、Win98は

どのくらい売れるのか。マイクロソフト社はどの

くらいの数を想定しいるのか。どれだけのユー

ザーがアップグレードすると読んでいるのか。

『想定しているのは32ビットウィンドウズの

アップグレード市場で、かなりの出荷を見込ん

でいる。しかし、具体的な数値は出さない方

針なので、ユーザーの要望に沿う最高の製品

を提供するつもりであるとしか言えない。

Win95からWin98へのアップグレード数につ

いての予想も今は言えない。32ビットOSの実

装率は連続して伸びており、OEMメーカーは

Win98を実装したPCを年間7、8千万台出荷

するだろう。しかしこれはインストールベース

の数字であり、現時点では実際の出荷数の予

想はできない』 ●●●

スティーブ・グッゲンハイマー
マイクロソフト社シニアプロダクトマネージャー、ウィン
ドウズマーケティング担当。96年にはIE3.0の普及に貢
献した。現在はウィンドウズ98のマーケティングおよび
開発責任者。
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